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description of legend-ary figures such as Chronos, the discourse about gold, and
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シェリー 『無秩序の仮面劇』

    伝 統 の継承 と反転

広 本 勝 也

序

 シ ェ リー(Percy Bysshe Shelley，1792-1822)は ， 『無 秩序 の仮 面劇』

(The Mask()f、4narchy， writ.1819；prt.1832)で 自 由 と無秩 序の 関係 を考

察 す る に あ たって， 「黙 示 録」 第6章 に基 づ くベ ン ジャ ミン ・ウ ェス ト

(Benjamin West，1738-1820)の 寓 意的 な油絵 「蒼 ざめた馬 に乗 る死」

(`Death on the Pale Horse，'1796；1817)に 霊 感 を得 た と言われ てい る。

事 実， この絵 の 〈死〉 が， 背後 に 〈地獄 〉 を引 きつれ てい るように， シェ

リーの 〈無秩 序〉 も 「白馬 に跨 り， 『黙示録 』の死 の ように唇 まで 蒼 ざめ

て」(XXXIII)お り，恐 るべ き暴 虐 に よって地 獄 の よ うな情 景 を伴 って

いる。 作者 はこの詩で，支 配者 たちが引 き起 こす破 壊 と荒廃 を悪魔 的な暴

政 とみな し，民衆 が犠牲 にな るその無秩 序の状 態 に対 してマグマの ような

憤 りを噴出 させ てい る。彼 は作品 を通 じて，民衆 の奴隷 的境 遇の廃止 を求

め， 自由の阻害要 因で ある権 力機構 との対決 を明確 に して，虐げ られた労

働者 階級 を中心 とす る社会体 制の確立 を求め てい るので あ る。

 Edward AvelingとEleanor Marx Avelingは ， シェ リー には，君 主制

や個 人的 な専 制の 国家 だ けで な く， 「資本 主義 的な制 度や 階級の 帝国へ の

迷信 的な信奉」(`the superstitious belief in the capitalistic system and

the empire of class')に 対 す る攻撃が見 られ る とい う。1特 に 『無秩 序の

仮面劇 』で は， カースル レー， シ ドマ ス，エル ドンな どの政 府高官 が個 人

的 に嘲笑 され てい るの みな らず，彼 らの体現 す る悪名高 き原則が攻撃 の対
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象 に なって いる。 カー スル レー はアイル ラン ド相 ，陸相 を歴 任 し，戦 争 ・

政府 を， シ ドマ ス卿 は ピータール ー事件 の ときに内務相 で官僚 を，大法 官

エル ドンは法律 をそれ ぞれ具 現 してい る。 シェ リー は聖職者 ，国王，政 治

家 を告 発 し続 けたが，未完 の劇 詩 『チ ャール ズ1世 』 では，彼 らの存立基

盤 で あ る商業制度 と彼 らを関係づ け ることを忘れて はいない。今 日的な専

制 は所有 階級が生産 階級 を支 配す る専制 で あ り， ほ とん どすべ ての 害悪 と

悲惨 の原因が ここに あるこ とを， シ ェ リー は理解 して いた。 また， いわゆ

る中産 階級 が事実上 の圧政者 であ り， 当時，真 に危険 な反動 勢力 になって

い るこ とを見抜 いてい た。 まさ しく無秩 序 はイギ リスの現状 で あ り，神 ，

国王，法律(古 い慣 習)が その原因で あ る。 とりわけ，詩 人は慣 習 とい う

「冷 たい鎖」 を告 発 し， 「自己管 理」(`self-mastery')の 教 義 に基づ いて 自

由の 回復 を提唱 す る。2  こ の ようにアヴ ェ リング夫 妻 は， シェ リー を

社 会主義者 と して評価 して いる。

 ま た，Richard Holmesは ， 「口語 的なバ ラ ッ ドの スタ ンザ」(`the col-

loquial ballad stanza')か ら成 るこの作 品 を 「今 まで に英語 で書か れた政

治的 な抗議 の詩 として，最 も偉 大 な もの」(`This is the greatest poem of

political protest ever written in English.')と 称 賛 してい る。 「この詩 行

は簡潔， しなやか，急速 で あ り，かわ ら版 の素朴 な4強 勢 の韻文 に基づ い

てい る」(`The lines were terse， flexible， rapid， based on the simple

four-stress verse of the broadsheets...')， と彼 は批 評 してい る。3

 一 方，Stuart Curranに よれ ば， シェ リーは ある作 品で は，社 会的，経

済 的，宗教 的 な正義 の理念 に身 を捧 げて い るが， 「他 の作 品で は，本 質 的

な絶望 の構築 者で あ り，人類 が堕 落 した世 界 と自己の改良手段 を欠 いてい

るため に進 歩 の可能性 を否 定 して い る。」彼 の政 治的 な りベ ラ リズム は，

「究極 的 にキ リス ト教 的で あ る」 といい，4社 会 主義 的 な観 点か らの解 釈

を警 戒 してい る。

 これ らの批評 に も窺 われ る ように， シ ェ リー は政治 的な 自由の提 唱 と政

治 その ものへの絶 望 とい う両極 のな かで執筆 を続 けたが， 『無 秩序 の仮面
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劇 』 は前者 を代表 す る もの であ り，支 配階級 に押 しつ け られた専制へ の抵

抗 をイギ リスの労働 者階級 にア ピール して，バ ラ ッ ド，仮面劇 ，夢物 語 と

いう文学 的 なジャ ンル を統合 して いるが，特 に民衆 に直接 的に訴 え る文学

形式 として，バ ラ ッ ドが支配 的 な枠組 にな ってい る。 しか し，ブ レヒ トに

よって 「階級闘争 の写実的 な表 現」(`arealistic presentation of a class

conflict')5と 評 され た この 詩 に関 して，私 た ち の 注 意 を引 くの は， ル

ネ ッサ ンス期の エ リー トの ための娯楽形 態で あ る宮 廷仮面劇 が導入 されて

い る ことであ る。本稿 では， 『無秩序 の仮 面劇』 を読 んで，作者 が どの よ

うな理想 社会 を目指 して い るか につ いて考 えなが ら， その 内容 と思想 を吟

味 し，伝 統的 な宮廷仮 面劇 とこの作 品につ いての比較 検討 を試み るこ とに

したい。

1.作 品の背景

 『無秩序の仮面劇』の執筆 は，1819年8月16日 ，マ ンチェスター市の聖

ピータールー広場で開かれた急進派の弾圧事件が引き金 になった。同年，

ランカシャー州の織物工業の中心地マンチェスターは，深刻な経済不況，

食料品の高騰，失業に見舞われた。職工たちを中心に労働者たちは，経済

的な要求 と共に議員選出の正常化 を求めてラジカルな運動を展開 した。が，

政府は彼 らの不満を弾圧するという従来の手段以外に危機 を回避する方法

を思 いつかなかった。その日，子 どもを腕に抱 えた婦人たちを含む約六万

人の市民が，日曜 日の晴れ着を着て，聖 ピーター教会 に隣接する広場に集

まった。「穀物法反対」「年次議会」「普通選挙」などの文字 を金色に織 り

込んだ旗が掲げ られ，「自由」(Libertas)と 刺繍 された赤いベルベッ トの

帽子が旗竿に載っていた。武装 している者はな く，平和な集会だった。だ

が，治安判事たちはこの示威集会の規模の大 きさと雰囲気に不安を抱 き，

ひそか にマ ンチェス ター州義 勇騎 兵 団(the Manchester yeomanry)

一 工場経営者や富裕な階層を主 とする民兵  を召集 ・待機 させ，集会

の演説が始 まるとす ぐに，主宰者たちを逮捕するように命 じていた。
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 や が て，参 加 者 た ち の 待 ち 望 ん だ こ の 日 の 雄 弁 家Henry Hunt

(1773-1835)が 姿 を現 わ し，熱狂的 な歓 呼 を受 けた あ と， 主宰者 として指

名 され演壇 に昇 った。彼 は支持 者 たち を前 に演説 を始め たが，程 な く胞 足

の馬 に乗 った6連 隊の兵 隊が駆 けつ けて きた。6騎 馬砲兵 ・歩兵 か ら成 る

この民兵た ちは隊列 を立 て直 し，軍馬 に息 をつ がせ た後， 空中 に抜 いた刀

を凄 ま じい勢 いで振 り回 した。群集 は集 会 を組織 した者 たちの指 示 の もと

に，兵 隊の 出現 に対 して揺 るぎな い意志 を示す ため に， 「ヒ ップ， ヒップ」

「フ レー」 の唱 和で応酬 した。7支 持 者 た ち に十 重 二十 重 に囲 まれ た弁 士

のハ ン トは演説 を再 開 し， 「これ は集会 を妨害 す るための計略 に過 ぎな い」

と叫 び，聴衆が動揺 す るこ とな く集会 を続 ける ように， ひ ときわ声 を大 に

してこ とば を続 けた。

 そ こで治安判事 の責任者 は，国王直属 第15軽 騎 兵隊(the 15th Hussars)

お よび チ ェシャー州 義 勇兵(the Cheshire Volunteers)の 出 動 を要 請 し

た。新 た に攻 撃 に加 わ った兵 隊の なか か ら， 「や つ らの 旗 を攻 撃 しろ」

(`Have at their flags!')と い う叫び声 が挙が り，騎 馬隊 は演壇 を 目指 して

見境 な く群集 に切 りか かった。怒号， 罵声，悲 鳴が飛び交 うなか で，11人

が軍 馬や兵士 たち に圧殺 され，約五 百人が負傷 した。群集 は後退 しなが ら

石や煉 瓦 を投 げたが， ものの十分 も経 たな い うちに広場 は兵士 たちに よっ

て制圧 され た。

 ハ ン トや仲 間の急進派 は逮捕 され，折 れ た2本 の旗竿 とと もに 「模擬 的

な凱旋 行進」(mock procession)の 「英 雄」，つ ま り 「愚者」 と して引 き

立 て られて いった。ハ ン トは独房 に閉 じ込め られ，町 は前夜 の静 け さを取

り戻 して，兵士 た ちが街 々の警護 に当 り巡 回 した。

 政 府 の使嗾が あ ったか否 かは不明 であ るが， 当局 は暴動 が鎮圧 された と

主張 して，兵士 らの武力 に よるこの勝利 を喜 んだ。内務大 臣 シ ドマ ス卿 は

治 安 判 事 た ち の 行 為 を 適 切 な もの と認 め，皇 太 子 ジ ョー ジ(Prince

Regent)は ， 「治安維持 の ための迅速 に して機敏， 効率 的 な措 置」 を彼 ら

に感謝 した。8
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 1819年9月 ， シ ェ リー はフ ィレ ンツ ェの西南 西 ・港湾都 市 リボル ノ近 く

のVilla Valsovanoに 滞 在 し， 『チ ェンチ家』(The Cenci)を 執 筆 中だ っ

た。9月5日 ，彼 の もとに トマス ・ラブ ・ピー コックか ら送 られ て きた新

聞 『タ イム ズ』紙 は， マ ンチ ェス ターの 事件 につ い て報 じて い た。 シェ

リー は， 虐殺 を引 き起 こ した兵士 たちや彼 らの行為 を正 当化 す る政府 に対

して血 管 が煮 えた ぎる よ うな憤 怒 と犠牲 者 た ちへ の深 い 同情 を禁 じ得 な

か った(1819年9月6日 ，Charles and James Ollier宛 て書簡)。 「これは，

迫 り来 る恐 ろ しい嵐 の遠雷だ。 フランス革命 と同 じように， わが国 で も圧

政 者 たちが，先ず流血 を引 き起 こ した」(`These are， as it were， the dis-

tant thunders of the terrible storm which is approaching. The tyrants

here， as it were， as in the French Revolution， have first shed blood.')

と詩 人 は ピー コック宛 ての 手紙(1819年9月9日)に 書 いた。 「国民 を相

談相 手 と認 めず，欠 乏 と無知 か ら国民 を守 りも しな い専 制 主義 に対 す る

シ ェ リーの憎 悪 は激 しか った」(`His hatred of despotism that looked

upon the people as not to be consulted， or protected from want and

ignorance， was intense.')と 夫 人 のメア リ ・シェ リーは述べ てい る。9彼

は直ち に筆 を執 り， たた き出す ように 『無秩 序の仮面劇 』 を書 き上 げ て，

夫 人 に清書 を委 ね たあ と， さ らに推敲 した。 夫人 は彼 が， フ ィレンッェ訪

問中の9月23日 ， 『エグザ ミナ ー』誌 に寄稿 す るため，主 筆 リー ・ハ ン ト

(James Henry Leigh Hunt，1784-1859)宛 て に作 品 を送 った。 が，ハ ン

トは筆禍 事件 に巻 き込 まれ るこ とを恐 れ た。1819年 ， 政 府 は容赦 な く出版

の 自由 を規制 し， 同年 だけで，扇動 ・不敬 の誹毀文書 と して75の 起 訴事例

が あ る。10ハ ン トは十 年後 の1832年 に ，初 めて これ を刊 行 した とき， 自 ら

序文 を起草 し， 当時，作 品掲載 を見 送 った理 由 を陳述 してい る。 「この韻

文の 炎の ような衣 をま とって歩 く精神 の誠実 さと優 しさを正 当に評 価す る

だ けの十分 な分別 が， まだ一般大衆 に はない ように思 った。」(`Idid not

insert it， because I thought that the public at large had not become

sufficiently discerning to do justice to the sincerity and kind一
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heartedness of the spirit that walked in this flaming robe of verse.')

2.筋 の概略

 全 体 の構 成 が91連 ， 各連4～5行 か ら成 る シェ リーの 『無 秩 序 の仮 面

劇』 は，概 略，二 つの部分 に分 け ることが で きる。 詩 人は前 半(1-XIII)

の 最 初 の部分 で， まず 自分 の見 た夢 のなか の幻 想 とい う枠 組 をこの詩 に与

えたあ と，国家権 力の 中枢 部 にい る者 た ちに似 た寓意的 な人物 たちの仮面

行列 を 目撃す る。

 〈殺戮者 〉(Murder)は ， 外務大 臣カースル レー(Robert Castlereagh，

1769-1822)に 似 て お り，7頭 の 大 型 犬 を連 れ て い る。次 に 〈詐 欺〉

(Fraud)は ， 大法 官E某  エ ル ドン ・ワイズ(Eldon Wise，1751-1838)

の よ うに，ア ー ミンの 臼い毛 皮 を着 ていて， その流す涙 は石 臼に変わ る。

そ して，光の如 き 「**[=聖 書]」 と夜 の影 をま とってや って来 たの は，

〈偽 善〉(Hypocrisy)で あ り，鰐 に乗 ってお り，某 氏[内 務大 臣 シ ドマス

卿(Henry Sidmouth，1757-1844)]の よ うで あ る。 さ らに多 くの 〈破 壊

者 た ち〉(Destructions)  主 教 ，法 律家 ，貴 族，密 偵 な どが， 目深 に

偽 装 してペ ー ジェン トに参加 す る。最後 にや って来 た の は黙示 録 の ヴ ィ

ジ ョンに見 られ る 〈死 〉の ような 〈無秩 序 〉(Anarchy)で あ る。 この人

物 は王冠 を戴 き，輝 く笏杖 をつかん でお り， その額 には 「我 は神， 国王，

而 して法 な り」， と記 されて い る。 〈無秩 序〉 とその軍隊 はイ ングラ ン ドを

蹂 躙 しなが ら行進 し， ロ ン ドンへ た ど り着 く。 〈無秩 序〉 はす で にイ ング

ラン ド銀 行や ロ ン ドン塔 に手 下 をや って掌握 し， 賄賂で買収 した議 会 に向

か って進 ん で い く。 その 時，や お ら狂 お しい乙 女 〈希望 〉(Hope)が ，

〈無秩 序〉 た ちの行進 を妨 げ るため に，駆 けて くる彼 らの 軍馬 の前 に身 を

投 じる(XXV)。 す る と， 谷間の霧 の よ うな一 つの霞 みが超 自然 的 な巨人

  不 思議 な 〈形 象〉(Shape)の 姿 とな り，虚 空 に向 かって雷 鳴 の よう

に叫ぶ(XXVI)。 次 に，民衆 は 〈希望 〉が立 ち上 が り，静 か に歩 い て い

く様 子 を目撃す る(XXXII)。 一 方， 〈無秩 序 〉は，土塊 の ように死 に絶
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え て お り， 「死 の馬」 は殺 戮者 た ちを蹴 殺 して走 り去 って い く(XXXIII)。

 後 半(XXXIV-XCI)は 〈無秩序 〉の死 を境 と して， 「歓 喜 と恐怖 の こ

とば」(`words of joy and fear，'XXXIV)が 発 せ られ るこ とで始 ま る。 自

然 も人 間社 会の変化 に呼応 して，大地が イギ リス国民の血 を感 じ取 り，陣

痛で震 えて， その深 部か ら起 こ る ような叫び声 が聞 こ える。第39-51連 は

イギ リス国民の隷属 的な状態 につい ての 〈形 象〉 に よる報告 で ある。 賃金

は与 え られて も， イ ンフ レの ため物価が高騰 し，貧 しい もの はい っそ う貧

しく，労働 で一家 を支 えて い くこ とが で きな い。英 国民 は野 蛮人や動物 よ

りも劣悪 な生活 を強 い ちれ てい る。 ただ し， 厂血 による復 讐」 は よ くな い。

「不正 に対 して不正 で報 いたい とい う激 しい欲求 」(`Fiercely thirsting to

exchange/Blood for blood...'XLVIII)を 警 戒せ よ， とい う。11次 い

で，〈形 象〉 は52-64連 で ， 自由につ いての定義 を述べ る。 さらに，〈形 象〉

は65-74連 で ， 「奴隷 の 自由」 に甘 ん じるこ とな く，政 治的 な真 の 自由の達

成 を求め，大衆 的 な示威 運動 を組織 す る必 要性 を力説す る。75-78連 で は，

圧 政者 た ち に よる弾圧 と流 血 の避 け難 い こ とが 語 られ て い る。 しか し，

79-88連 で は， 〈形象 〉 は国民大衆 が法律 を守 りなが ら，暴 力 を避 けて， 自

由の大 義 に参 加 す るこ とを勧 め てい る。 そ して89-91連 の 終 結部 は，弾 圧

者 た ちに よって流血や殺 戮が 引 き起 こされ るな ら， その行為 は普 く国の内

外 に伝 え られ だ ろ う と言 い， 「抑 圧 体 制 の 崩 壊 を 告 げ る雷 鳴」(`Like

Oppression's thundered doom，'XC)の よ うに，支 配者 たちの破 滅 を幻視

す る。最終連 は第38連 と同 じデ ィス コー ス(言 説)を 繰 り返 し，被抑圧 階

級 の団結 に よる勝利 を予言 し， その こ とばは大地 の叫ぶ地響 きの よ うに鳴

り響 く。 第38連 で は引用符がつ いて いるが，最 終連 で はそれが はず されて

お り，〈形象〉 が著 者の代弁 者で あ ることが 明確 になる。

まどろみか ら醒めた獅子のように立ち上がれ，

  数で圧倒す る群集 となって。

大地に鉄鎖 を振 り落とせ，
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  眠 っ てい る間 に降 りた露の ように。

仲 間の数 は多 く，敵 はわずかだ。

Rise like lions after slumber

In unvanquishable NuMBEx!

Shake your chains to earth， like dew

Which in sleep had fall'n on you：

YE ARE MANY-THEY ARE FEW.

3.機 械仕掛 けの神

 この 仮面劇 ・後 半のなか で， 扇動的 な長 い演説 をす る者 が，何者 であ る

のか につ いて は意見 が分か れ る。 ス ピーチの引用符 の前 に， 大地深奥 か ら

の叫び につい ての記 述が あ り， 一見，大地 の告 げ る声明 と解釈 で きるよう

に思 える。 しか し， テ クス トで は，大地 が発 した叫び として明確 に述べ ら

れ て い るわ けで はな く，「大 地 の 心臓 が 声 高 に叫 ん だ か の よ うだ った」

(`As if her heart had cried aloud：'XXXVI)と 比 喩的 な言い方 にな って

お り，民衆 に語 り掛 けたのが， 〈希望 〉 もし くは 〈形 象〉で あ る， とい う

解 釈 も成 り立 つ。

 まず，Seymour Reiterの 論 文 で は， 「大地 の心 臓 が， イ ギ リス と大地

か ら産 まれ た人民 に声 高 に叫 ぶか の よ うに」聞 こえる といい，「大 地 の叫

び」(`The cry of Earth')と 考 えられ てい る。12ま た， Donald H. Reiman

は ， こ う述べ て いる。「反 動的 な勢 力 は，〈希望〉 の流 出 であ る武装 した巨

人 〈=形 象 〉 によって打 ち倒 され る。」「そ してイギ リスの大地 自身が， 人

民 に語 り掛 けて いる ようで あ り，権 利 の擁 護の ため に立 ち上 が るこ とを促

す。」(`Then the earth of England itself seems to speak to the people，

urging them to rise up in defense of their rights，....')13

 他 方 ，Richard Croninに よれ ば， この ス ピー チ をす るの は 〈希望 〉で

あ る。 〈形 象 〉が，〈希望 〉 を蹂 躙 しよ う とす る 〈無 秩 序〉 の軍 隊 と く希
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望 〉 の間 に立 ち はだ か り， 〈無秩 序 〉に致 命 的 な打 撃 を与 えた あ と， 〈希

望 〉が民衆 に受動 的 な抵抗 を勧め るのだ， とい う。14し か し，Stephen C.

Behrendtの 考 えでは，〈希望 〉 は軍 隊の前 に 自己犠牲的 に身 を横 たえた あ

と， その 容 貌 に 「奇跡 的 な」 変化 を生 じ，〈形 象 〉の 出 現 とな って， 〈形

象〉 がその後 のス ピー チをす る。15ま た，Richard Hendrixの 見 解 で は，

この劇 の反転 は， 〈形 象〉の 出現や 大地 の胎動で はな く，〈希望 〉 が絶望 か

ら変 身 を遂 げ， その 自己変 革 によって 〈無秩序 〉 を倒 し，魅 力的 な人間 と

して再生 しス ピーチ をす るのだ， とい う。16こ の ように諸家の あ いだで演

説者 についての実体 の解釈 が異な るのは，先述 の ように， ス ピー チの始 ま

る前 の部分が直喩 の形で書 かれて お り， テクス トその ものが曖昧 なためで

ある。17

 テ ク ス トで は， まず，一 つの姿(`an image，'XXVI)が 「空 に向か って，

大 きな声 で語 った」(XXVII)， と なってい る。 その 姿 は， 「蝮 の うろ こよ

りも燦然 た る鎧 に身 を固 めた巨大 な く形 象〉(`ashape，'XXVIII)と な る。

この 後 で 「あ の い と も淑 や か な 乙女 ，〈希 望 〉」(`that maiden most

serene，'XXXII)に 言 及 されて い る。 が， この穏 やか な乙女 が，猛 々 しい

巨人の 〈形象〉 と同一 人物 で ある とは到底考 え られ ないで あろ う。

 そ して 「次 の よ う な歓 び と恐 怖 の こ とば が，湧 き起 こった」(`These

words of joy and fear arose，'XXXIV)と い う箇所で は， 当然， これ らは

〈形 象〉 の こ とば， とみ なされ る もので あ る。続 いて 「あたか も憤 怒 の大

地が， イギ リスの子 ど もたち を産む時 の ように， 額 に血 を感 じて， 陣痛 で

震 えるかの よ うに」(XXXV)， 「また， あたか も大地 の心 臓が，地 表 に し

たたる血 の一滴一滴 を，押 え難 い響 きに変 え よう と，声 高 に叫ぶ かの よ う

だ った」(XXXVI)と な り， ス ピーチが始 ま る。

 こ の文脈 で見 る と，実 際 に  つ ま り，`as if'な し に  ， 「声 高 に叫

んだ」 のは 〈形象 〉で あ り，ス ピーチの語 り手は この 人物 で ある， と考 え

るのが 妥当で はないだ ろ うか。文学的 な慣 習 では， この 〈形 象〉 は主人公

の危機 に際 して訪 れ る 「機械 仕掛 けの神 」で あ り，危殆 に瀕 した 〈希望 〉
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を救 ったのだ， と言 え よう。 この こ とと関連 して，例 えば， ミル トンの仮

面 劇 『コーマス』(Comus，1634)の 一 場面 が連 想 され る。令 嬢(Lady)

が ， コウマ スの魔法 の呪縛 か ら逃 れ られず， 悪 しき館 の椅子 か ら立 ち上 が

れな かった とき，川 の精 サ ブ ライナ(Sabrina， the Nymph)が ， 救 いの

手 を差 し延べ るので あ る。

For maid'nhood she loves， and will be swift

To aid a Virgin， such as was herself，

In hard-besetting need.        (855-87)

と守護 の精霊(The attendant Spirit)は 言 い， サブ ライナ に助 け を求 め

る。

 ま た， シ ェ リー の 〈希望 〉の再 生 は， ミル トンの短 い叙 事 詩 『楽 園 回

復』(劭 名α4まs8 Regained，1671)の ク ライマ ックス に も似 通 ってい る。 セ

イタ ンは神 の子 をエルサ レムの神殿 の尖塔  人 が立 てな い ような所 に連

れてい き， 「立 て るもの な ら， 立つが よい」(`There stand， if thou wilt

stand；'VI，551)と 言 って， 置 き去 りにす る。 そ して神 の子は そこに立 ち，

セイタ ンは転落 す る。 そ して直 ちに，空 中に天使の一 隊が現 われ，翼 を広

げてイエ スを受け止め， 不安定 な場 所か ら花 咲 く谷 間の緑 の堤へ 運ん でい

く(581-87)。 こ れ は 『無秩 序 の仮面 劇』 に見 られ る反 転   〈無 秩 序〉

とその徒 党 を前 に して， 自死 的 な行為 を企 て た 〈希望 〉が，〈形象 〉の介

入 に よって救 われ，〈無 秩序 〉の一 団の 方が打 ち倒 され るとい う出来 事 に

類似 してい る。 これ ら三者 に通底 して い るの は，受 動性 の抵 抗(passive

resistance)で あ り，中心的 な 人物 が致命 的 に敗北 す る と思 われ た瞬 間 に，

神 の恩寵 に等 しい超 絶的 な介 入 に よって救 われ勝 利 を得 る， とい うこ とで

ある。

 シ ェ リー は， オ ックス フ ォー ド大 学在 学 中 に 『無神 論 の 必然 性 』(The

Necessity of A theism，1811)を 出版 して，放校 され た ことが 知 られて い
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る。 しか し，『無秩序の仮面劇』で，彼が攻撃の矛先を向けているのは神

を僭称す る者や聖職者であって，神その ものに対 してではない(LVIII)。

自由 と秩序，神 と悪魔，人間の意志 と超 自然的なものの存在など， ミル ト

ンとシェリー双方の作品に共通する技法や思考が散見され る。

4.宮 廷仮面劇 との比較

               (1)

 Richard Croninに よれば，『無秩序の仮面劇』は，貴族的な文学的 ジャ

ンルである仮面劇 と民衆的なジャンルであるバラッドの両方を含みなが ら，

後者が勝利 を収める。バ ラッド作者 はシェリーのペル ソナであ り，シェ

リー自身は仮面劇作者である。18「シェリーの 『無秩序の仮面劇』の翻案

であるブ レヒ トの詩 『時代錯誤の行進，あるいは自由と民主主義』が希望

を打 ち砕かれた幻滅の作品であるのに対 して，シェリーの詩は希望が勝利

する作品である。19しか し，シェリーは 〈希望〉 を通 じて民衆の勝利 を表

明 しているが，自分 と民衆の違いをも告げている。作者は伝統的な仮面劇

に内在す る倫理を反駁 し，従来の仮面劇 と正反対の詩 を書いているが，政

府 と民衆の衝突するその境界上に位置 している。彼は仮面劇を再生させ る

こ とによって， 自分がバ ラッド作者 と違 う文化の担い手であり，「上流階

級 の反逆者」であ ることを明 らか に してい るのだ， とク ローニ ンはい

う。20

 一方，Thomas R. Edwardsの 考 えでは，シェリーはピータールーの殺

戮事 件 に衝 撃 を受 けて，持 ち前 の文学的教養 か ら逸脱 し，か わ ら版

(broadsheets)の スタイル を採用 して効果 を挙げているが，「宮廷 の洗練

された娯楽形式である道徳的なアレゴリー一一イ反面劇が介在 し」，その効

果が減退 しているという。この詩は，政治への不信を表明 しているわけで

はないとして も，政治的な信念が道徳的な劇の修辞的かつ象徴的な 「属

性」となる，政治問題の神話化によってのみ持続す ることを示 してお り，

現実的な政治の事例 とこの作品 との関係 はいっそう希薄 になる。」若者
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(swain)=〈 形 象〉 の語 るヴ ィジ ョンは， 「単調 で教訓 的 な童謡 かお決 ま

りの政 治演 説」， 「教会 の説教 」(`chapel talk，'166)， 「感傷 的 な論争 的 空

論」(`sentimental polemic fantasy')で あ り， ピータールー の 出 来事 を

「自由 と専制 の神 話的 な戦 いの もう一 つの例 に して しまって い る」。21エ ド

ワーズ の考 えで は， この詩 はバ ラッ ド形式 が仮面劇 の様式 に まさってい る

ので はな く，仮面劇 の神話的 な性 格 を基調 と してお り， そのため思想 的な

有効性 は少 な い， とい うこ とにな る。

 これ らの評 釈 を参考 に しなが ら，ル ネ ッサ ンスの宮 廷仮面劇 とシェ リー

の この詩 が， どの ような共通点 ， あるいは相 違点 を持 ってい るか につ いて

考 えて み ることに しよう。

 ま ず，作 品 の タ イ トル に お け る`Mask'の 意 味 につ い て は， disguise

(仮 装)，masquerade(仮 面 行列)， masque(宮 廷 仮面 劇)な どの意 味 が

考 え られ る。 この 中で，宮廷仮面劇 に関 して は，通 常，①マ スカー(正 仮

面劇 の 出演者)た ち とア ンチマ スカー(幕 間狂言の 出演者)と の間で争 い

があ り，マ スカー たちの勝利 で争 いが収 ま り，社会 の安定が達成 され る。

っ ま り，misrule(悪 政)がrule(正 しい統 治)に 取 って代 わ る。② こ う

した従来の仮面劇 は国王の入場 に始 ま り， その退 出に終 わ る。③劇 の過程

全体 を統括す るの は国王で あ り， 国王の意志 の貫徹 に よって，支 配者の哲

学 が表 明 され擁護 され るので ある。

 ル ネ ッサ ンスの仮面劇 で は，国 王の絶対的 な権 力を正 当化 し支持 す るこ

とに上 演の思 想的 な意義 が ある。 国王の支配体 制が神 々 に よって承認 され

た もので あ り， 永続的 な性 格 を持 つ もの として， その 「秩序」 の安定 を祝

うこ とが作 品の主題 であった。

 で は， シェ リーの仮面劇 はど うであ ろ うか。彼 の作 品は， まず， イギ リ

スにお け る凱旋 を象徴 す る寓意 的 な人物 の行進 で始 まる。〈殺戮者 〉， 〈詐

欺〉，〈偽 善〉， その他 の 〈破 壊者 たち〉で あ るが， 国家 の枢 要 な地 位 を占

め る人物 たち に似 てい るとされ る。伝統的 な仮 面劇 では，上流 階級の 出演

者 が，美徳， 正義，善 な どの体現者 と して，肯 定的 な価値 の擬 人化 され た
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役割 を演 じる。ところが，シェリーの作品では，逆に，否定的な価値を示

す寓意的人物が，実在の人物に似た顔付 きをしている。作者は現実社会の

権力者たちが，貪欲による自己疎外のために人間性が希薄になっているこ

とを表わしているのであろ う。

 次いで，国王の入場 を予期すべ きところで，〈無秩序〉がやって来 る。

前述の ように，この 〈無秩序〉は 「神，国王，法律」の役割を兼備 した，

社会的な諸勢力を統合する存在 とされている。注意すべ きは，ギ リシャ ・

ローマ神話の最高神ゼウス(=ジ ュピター)， 国家の首長 ・イギリス国王，

そ して国民 を専制的に統御するための法律 とい う宮廷仮面劇の教義の基本

的な骨格が，否定の対象 として投影されていることである。伝統的な仮面

劇では，国王は神話的な人物 と関係づけられ，その権力は絶対的なものと

して肯定 される。 ところが，シェリーの詩では，国王を自称する 〈無政

府〉は死，破滅，流血，荒廃 と関連性 を持ち，仮面劇 における本来の役柄

とは逆の役割を担 う。国王，大臣，貴族など，正仮面劇 を構成するはずの

マスカーたちが，この作品では，最終的な秩序のヴィジョンから追放 され

るべ きアンチマスカーになっているのだ。

 Curranが いうように， これは正仮面劇の厳粛 さのパ ロデ ィであ り，異

様 ・野卑 ・混乱 を導入する。22国家の行事 として展開する壮麗な装いを伴 う

ページェントが，実は国費の浪費であり，庶民の窮乏を招 く原因であって，

グロテスクな ものの源泉であ り，〈反〉仮面劇，すなわちアンティマスク

だ， というのがシェリーの言説である。

               (2)

 『無 秩 序 の仮 面劇』 に登場 す る神 話的 な人物 と しては，〈希望 〉の父親 で

あ る とこ ろ の 〈時 間〉(Time)が 挙 げ られ る。`Time'は ギ リシャ語 の

「時 間」(ク ロノス)と 綴 りの似 て いる， テ ィタ ン族の神 ク ロノス と関連づ

け られ るこ とが あ り， シ ェ リー の`Time'は こ の神 の こ とを指 して い る。

クロノス は無垢 の至福の 日々 を支配 した王だが，作 中の 〈時間〉 は 「年老
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い て ，衰弱 し，痴 呆 の ように見 え る」(XXIII， XXIV)と い う。 つ ま り，

詩 人は 自分 の生 きる19世 紀 イギ リスが堕落 して いるこ とを示 してお り， そ

の ような社会 の構 造 を改革 して，太 古の黄 金時代 の復興 を待望 して い るの

であろ う。

 作 品 の構 成上 ，一つ の転機 とな るの は，〈希望 〉が 「希望 」 とい う外衣

を取 り外 し， 「絶 望」 の ような 容貌 を あ らわ にす る と ころ で あ り(`But

she looked more like Despair；'XXII)， 彼 女 は 「希望 」 とい う見せか けの

マス クを脱 ぎ捨 て て，苦 渋 にみち た内奥 の声 を発 す るので あ る(`Misery!

Oh， Misery!'XXIV)a

 そ して，詩 人は 自由 と圧政 の対立 とい う神 話 を創 り出 し，〈時 間〉の娘

であ る く希望 〉の再生 に よって， その争 い を終わ らせ るこ とを夢想す る。

両 者の対 立 が先鋭化 す るの は， 〈無秩 序〉 が乙女 〈希望〉 に行進 を阻 まれ

る場 面で あ る。その結果 ，〈無秩 序〉 は，「自由の女神 」  フ ラ ンス革命

に よって神話化 され た 「自由」 の擬 人化  を イメー ジさせ る巨大 な 〈形

象 〉に退治 されて息絶 える。Carlos Bakerが い うよ うに， こ こで 〈無秩

序 〉は 「強権 に よる法律 」(the Law of Force)の も とで機能 す る 「偽 の

王」 厂無秩序 の王」(aGod of Misrule)で あ る ことが暴 露 され る。23

 こ れ が詩の ク ライマ ックス とな り， 民衆 とその代表 であ る 〈希望 〉が象

徴的 な レベル での勝利 を収 めた こ とを告 げ る。その後， 明 けの星 ヴ ィーナ

スが 〈形象〉 の兜 に現 れ，暴 力 に よる支配 か ら愛 に よる支配へ の移行が暗

示 され る(XXIX)。 こ う して，劇 の焦 点 とな る人 物 は 〈希望 〉か ら 〈希

望〉 を救 った 〈形象 〉へ と移 る。〈形象 〉は，現 実の レベ ル で民衆 が勝 利

を得 るため に，奴 隷の定義 につ いて論 じ， 自由の福音 を説 く。 そのなか で

〈形象 〉は，国 民の奴隷 状 態の原 因 を経済 的 な仕組 み に求 め，民衆 の生 活

を圧迫 す る下部構 造のか ら くりを解 明 して(XL-XLVI)， 「黄 金」 に言及

す る。
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               (3)

 宮廷仮面劇で，黄金は不朽の輝 きを持つもの として価値の源泉 とみなさ

れ，繁栄 ・至福 ・善の基準 とされる。が，シェリーの劇では， こうした黄

金の肯定的な意義が疑問視されている。〈無秩序〉を崇拝する者たちは，

権力者である 〈無秩序〉に 「黄金」を求めるが，それは物質的な富，特に

私腹を肥やすための賄賂の要求である(XVI)。 〈無秩序〉 自身，黄金に飢

えてお り，国王たちの宮殿 を占領 して，「黄金で織 られた衣装」を奪 うこ

とを画策する(XX)。 金糸で織 られた豪華な衣服 は，権力 と栄光を外部

に誇示するはずであるが，〈無政府〉が着用す ることによって，物質的な

富の偶像マモンに仕える政治家の金銭欲の表徴にもな り，皮肉な意味を持

つ こ とにな る。そ して 〈形 象〉は， この偶 像 に 「黄 金 の 妖 怪」(`the

Ghost of Gold，'XLIV)と いう名称 を与え，「黄金の妖怪」が民衆の労働

から不当な収奪をしていると言って，富裕層による搾取の構造に注意を向

ける。さらに黄金の持つ否定的な意義については，「労働の対価 として価

値の疑わ しい紙幣 というインチキな もの」(`Paper coin-that forgery/

Of the title deeds，'XLV)， 「自由 ・正義 ・法律は黄金で購われ るものでは

ない」(LVII)な どの箇所や，「祖国が，血や黄金で売買 され ること」へ

の攻撃(LXXII)に も窺われる。

 光のイメジャリについて考えてみると， このような黄金 と対比 されるの

が，〈形象〉の伴 う光である。この超絶的な人物その ものが 「一つの光」

(XXVI)で あり，その眼光は 「稲妻」(XXVII)の ごとく，鎖帷子 も 「う

ろこの ように輝 き」(XXVIII)， 兜の上 には 「夜明けの星」Venusの よう

なもの(XXIX)が 見 られる。 この作品では，上流階級が黄金によって道

徳的な腐敗で特徴づ けられるのに対 して，民衆の味方として立ち上がった

この人物は自由の持つ光輝 を属性 としている。

 しば しばルネッサ ンスの仮面劇で，常春の情景が出て くるように，この

作 品 で も，花が 目覚 め，大 地 の胎 動 に関す る描 写 が あ り(XXXI，

XXXV)， 春のイメージが喚起 されて，最終的な勝利へ到るための闘争へ
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の 呼 び掛 けが続 く。神 話的 な脈 絡 を創 出 し， 自然 との照応 を考慮 に入 れな

が ら，作 者の ヴ ィジ ョンは社 会的 な調和 の達成 を準備 す る ことにな る。 ま

た， 「雲 と光輝 の飛翔 す る明か り」(`Arushing light of clouds and splen-

dour，'XXXIV)は ， イニ ゴ・ジ ョー ンズが用 いた舞台装置 を想 い起 こさせ

る。

               (4)

 社 会 的な変革 のため には， まず民衆 の意識 を変 えるこ とが，詩 人に とっ

て最 も重要 な課題 とな る。民衆 が 自由の真の意味 を理解 した とき，専制 的

な政府 は存続の基盤 を失 う。為政 者 たちは国民 に 「自由 とは，移 ろいや す

い影で あ り，迷信 であ って，名 声の館 の軒 に木霊 す る虚 名」(`Ashadow

soon to pass away，'`A superstition， and a name/Echoing from the

eaves of Fame.'LIII)に 過 ぎない， とい う観 念 を吹 き込んで い る。だが，

それ は支 配者が大衆 を操作 す るため に作 り上 げた都 合の いい欺 瞞的 な神 話

で あ る。 大衆が事 態の本質 を見抜 くこ とに よって， この詩 の 冒頭 に進 展す

る仮面 行列の虚構性 は解体 す る。 そ こで 〈形象 〉 は隠蔽 された真実 を明 ら

か に し，ユ ー トピア社会 に向 か う新 しい社 会改 良の神 話 を提供 す る。〈形

象〉 のス ピーチのなかで， 自由 とは，「労働 者 に とって はパ ン」(`For the

labourer thou art bread，'LIV)， 「正義」 「叡智」 「平和 」「愛」 な どと定義

され， それ らを導 くもの は 「科 学，詩 ，思想」 で あ るとされ る(LXIII)。

この ような自由につ いての観 念 は，詩 の前半 に見 られ る 〈殺 戮〉，〈詐欺 〉，

〈偽 善〉， そ して 〈無秩序 〉な どの行列 が，黄金 によって導 かれ るの と対照

を成 して いる。

 第64連 で は， さらに 〈形象 〉の声 は， 自由の定義 として 「勇気， 忍耐，

優 しさ」 を挙 げ たあ と， 「こ とば で はな く，行動 で， 自由の並 外 れた 素晴

ら しさを表 わ そ う」 と訴 え， 後半 におけ る転調 を示 してい る。

 こ う して第65連 以降 に， この詩 の政 治的 な綱領 が提示 され るこ とにな る。

そこにはマ ンチ ェス ターの抗議 行動 を再 演す る ように とい う召集 に似 た も



          シェリー 『無秩序の仮面劇』         17

のが見 られるが，団結，合法性，非暴 力に強調点がある。人間としての基

本的な要求，整然たる行動，男性的な決意などは，政府側の不当な弾圧，

無秩序，騒擾，第6連 のシ ドマス卿 に見 られるような空涙を流す女 々しさ

と対比される。民衆の集会は大 自然が見守 るなかでの儀式であり，束の間

の歓楽を求める人工的な閉ざされた空間における宮廷仮面劇 との差異は顕

著である。

「頭上の青空，

諸君が踏む緑の大地，

永遠なるものすべてに

この厳かな集まりを目撃させ よ。」

”Let the blue sky overhead
，

The green earth， on which ye tread，

All that must eternal be，

Witness the solemnity.  (LXVI)

 専 制 者 たちの騎 兵隊 が平和集会 を武力で攻撃 して も， た じろ ぐことな く

不 動 の隊列 を組 んで対 峙せ よ， と 〈形象 〉 は勧 め る。兵 士 た ち はイ ギ リ

ス国民で あれば， 自分 たちの行為 を恥 じて， 非暴 力 で抵抗 す る民衆 の隊列

に加わ るだ ろ う， とい うのがその推論 で ある。 武力 に対 して武 力で応 える

こ とは，支 配者 の否 定的 なパ ラダイム を模 倣 す る こ とにな る。 〈形 象〉 は

イギ リス国民 に， 自分 たちが批判 して いるその行動形態 を拒否 し，新 たな

意識 の も とに執 り行 うべ き儀 式 を要 求 す る。 それ は大 道具 ・小道 具 な ど

の何 もな い青 空 と大地 とい う悠久 の 自然の なかで演 じられ るが， そ こに生

起 す るイメー ジは イニ ゴ ・ジ ョー ンズ の設計 す る仮 面劇 の構 築 物 の よう

に壮 大で あ る。歴 史的 な事件 は 「雄弁 な神託 と して，霊感 の よ うに立 ち昇

り，火 山の ご と く」(`.../Shall steam up like inspiration，/Eloquent，
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0racular， A volcano heard afar：'LXXXIX)， は るか遠 くまで，全世界 の

民衆 に一種 の神 話 と して伝 え ちれ る とい う。

 この ように 『無秩序 の仮面劇』 は，前 半での圧政 者た ちのマスカ レー ド，

後半 におけ る 〈形象 〉のス ピーチ  奴 隷状 態 について の教義 ， 自由につ

いての こ とば によ る教 義， そ して 自由のための戦 いへの招待 で構 成 されて

お り，仮面劇 の 常套 的な手法 を彷彿 させ るイメ ー ジが散 在 してい る。

結 語

 17世紀の仮面劇では台詞を主体 として，抽象的な観念の擬人化された人

物や精霊や妖精が現実の人物 と混 ざり合いなが らドラマを展開し，その前

後に人目を奪 う驚異のスペクタクルやダンスや歌が差 し挟 まれる。劇の筋

は悪者たちが騒乱や事件 を起こして，国王や貴族などによる支配体制を覆

そうと企てる。が，正義の味方である国王等は，寓意的な人物や妖精など

の助力を得て，悪者たちを退治 し，不満分子らの不穏な動 きは鎮圧 される。

調和の取れた社会体制における秩序が回復 され，一定の位階における各人

の役割が確認される。エピローグでは，作者の代弁者である精霊や神話的

な人物が階級的秩序の担い手たちの勝利を祝い，君主の美徳を称賛 して，

道徳的な教訓 を観客に垂れる。

 シェリーは宮廷仮面劇の構成や手法 を部分的に踏襲 しなが ら，為政者を

中心 とする神話を粉砕 しつつ，支配者 と民衆の階級的な対立 と後者の勝利

の予言 という新時代の神話を創 り出 している。少数の独裁者が権力を振る

うことによって，社会の繁栄が約束されるというのが， ジェームズ朝によ

る祝祭の神話であった。が，シェリーの詩では，ページェン トを見守る大

衆は，君主を 「国王，神，法律」 として崇めへつ らうが，それによっても

たらされるのは，秩序ではな くアナキーであ り，繁栄ではなく荒廃である。

秩序 と調和の完成で終 わ る仮面劇 自体が真実 を隠蔽 す る 「仮面」なの

だ。24

 シェリーは，こうした支配機構 をグロテスクな`misrule'だ と規定 し，
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それと対比 される民衆中心の正常な`rule'に 置き換 え，善政のヴィジョン

を提示する。25その結果，彼の仮面劇は，前半の混沌状態か ら後半の秩序

の形成へ と向かうという点では，伝統的な仮面劇のパターンと同じ過程 を

構成 しているが，混沌 と秩序の劇的な世界を担う主体  作中人物たちの

役割が逆転 し，階級構成に関するルネッサ ンスの観念に反 しているのであ

る。

 か くて後半では，〈形象〉は大衆 中心の 〈正〉仮面劇 を導 くのであるが，

労働者の持っているのは虐げられた生活の事実であ り，それと直結 した経

済的な諸要求であって虚構に基づ く神話ではない。換言すれば，彼 らが有

しているのは豊かな隠蔽ではな く，素朴な真実である。そのため被抑圧階

級の政治詩は，即 自的な要求，つ まり祈 りを込めたスローガンの復唱とし

て  ロラン ・バル トが言 うように一 平板 な 「連疇」に陥 る傾向が あ

る。26しか し， シェリー自身は労働者階級の出身ではな く，上流の知的エ

リー トであり，厚みのある文化遺産への引喩によって，未来社会に関わる

神話を形成することがで きる。そこでシェリーの分身は，作品後半を王侯

貴族の醸成 した神話の背後に潜む真実 を解読することか ら始める。そ して

専制や奴隷的境遇や 自由について，旧秩序側の与える神話のレ トリックか

ら民衆 を解放するための説教を展開す る。その後，彼 は民衆が，秩序 ・調

和 ・繁栄の理想社会 を建設す る可能性を示唆 している。が，そこで彼が拠

り所 とす るのは，意外 にもキリス ト教の神話(Christian myth)で ある。

「大いなる集会を開き，

いとも厳かに，諸君らは，

熟慮 されたことばで宣言するのだ，

自分たちが神に造られたように

自由であると。」

”Let a vast assembly be
，
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And with great solemnity

Declare with measured words， that ye

Are， as God has made ye， free!(LXXIII)

 ス チ ュアー ト朝 の仮面劇 作者 は国王の権 力が，神 に よって授与 されて い

る とい うジ ェーム ズ1世 の理論 を前提 として階層構造 を正 当化 す る根拠 を

キ リス ト教的 な神 話 に求 めた。 これ に対 して シェ リーは， その同 じ神話 に

異 なった 解 釈 を加 え， 「民 衆 の ス ポー ク スマ ン」(`apopular spokes-

man')27と しての役割 をこの詩 の 〈形 象〉 に附与 し，生存 の基本 的 な権 利

と しての国民一 人 ひ とりの 自由が神 によって与 え られ てい る， と反 論す る。

そ して抑圧的 な階級社会 を容認す る神 話 を破砕 しつつ，最 終的 には反政府

運動 を担 うべ き市民の反応 に作品 の焦点 を絞 ってい る。彼 の考 えでは，理

想 の社会 は遠 い未来の こ とで はな く，民衆 が支 配 ・被支 配 に関す る本質的

な性格 を見抜 いて， 自分 たちの意識 を変 えれば実現す る。 畢竟， 自由 とは

自己管 理 の問題 で あ り，ユー トピア は 「小 奇麗 で 幸せ な家 庭 の麗 しい食

卓」(`thou art.../acomely table spread，/...In a neat happy

home，'LIV)に あ るのだか ら。

 以 上 見て きた ように， シ ェ リーは 自然，歴 史，伝説， 宗教，文学 な どに

関 す るallusionを 援 用 しつつ， 市民大 衆 の 自覚 を促 す思 想 を展 開 し，新

しい黄 金時代 の復 興 に向か う労働者 のため の神 話 を 『無秩 序の仮面 劇』 と

して構 築 した。 この詩 はルネ ッサ ンス期 の 常套 的な イメー ジ， 装い，身振

りを導 入 しなが ら，宮廷仮 面劇作者 と思 想的 な対決 を示 して いる， とい う

こ とがで きる。
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Synopsis

The Masque of 

The Inheritance

Anarchy by P. 

and Reversal

B 

of

. Shelley : 

Tradition

                       Katsuya Hiromoto 

 The Masque of Anarchy (writ. 1819) shows an eclectic, combined 

form of the ballad, masque and dream-narrative, among which masque 

is a courtly entertainment that was performed for the elite during the 

16th_17th century. This poses a question as to why he uses it in the poem, 

which deals with liberation of the working class in the early 19th 

century. Thus I should like to analyse its art and thoughts in relation to 

literature of the Renaissance period. 

 Unable to repress his resentment about Peterloo Massacre on 16 

August 1819, Shelley was compelled to write this poem. It occurred 

during the rally held at St. Peter's Fields, Manchester, where approxi-

mately 600, 000 workers gathered to stand up for their political rights 

and to listen to Henry Hunt, a radical orator, who advocated them. The 

militia and regular troops moved in to crack down on the unarmed 

crowd, leaving 11 killed and about 500 injured. 

 The poem of 91 stanzas, with four to five lines each, largely consists 

of two parts. In the first half (I-XXXIII) the poet describes the pag-

eant of allegorical figures, such as Murder, Fraud, Hypocrisy and many 
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other Destructions. At the end of it Anarchy, a sinister character, with 

`God
,' `King' and `Law' inscribed on his brow, came over, and along with 

the troop he stomps his worshippers to death. However, Hope, a maniac 

maid, throws herself before the hooves of horses of the procession 

Anarchy leads for the London Parliament. At this instant a mysterious 

Shape emerges to save her and the crowd sees Anarchy has already 

died and his runaway horse trampling his retainers. 

 The death of Anarchy marks the turning point of the poem, and the 

Shape, the author's mouthpiece, delivers a discourse about the slavery 

of the English people (XXXIX-LI), defines liberty (LII-LXIV), and 

tries to arouse them to organize a political gathering to achieve it 

(LXV-XC). 

 In this poem one may notice the Shape personifies the dens ex 

machina, which is reminiscent of Sabrina, the Nymph, in Comus and a 

band of angels who save the Son of God in Paradise Regained. Introduc-

ing the conventional device, Shelley does not differ much from John 

Milton in the way that he presents the dramatic change from chaos into 

order. 

 In the Stuart age masques were shown to mythologize the absolute 

rule of the King on the assumption that people could live in peace, 

happiness, and abundant wealth, as long as he governs the nation. From 

Shelley's perspective, however, it is a deceiving myth that the King 

gives them the fundamental basics of the Golden Age since he is, in fact, 

the source of all misery and chaos. Thus the poet creates a topsy-turvy 

world. In the similar way that Ben Jonson had resort to the literary 

means of `naming,' (or `labelling') to paint the real nature of charac-

ters in his poems, Shelley satirically identifies the high-ranking officials 

with allegorical figures as mentioned above. In it, real politicians are
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given abstract names such as Murder, Fraud, and Hypocrisy. Shelley 

makes us perceive that they change into abstract beings without human 

characteristics due to their self-alienation. 

 It may sound like a litany rather than a myth when the Shape 

presents the doctrine of the oppressed and envisions liberation in the 

latter half of the poem. Still, we can see that the description of legend-

ary figures such as Chronos, the discourse about gold, and the image of 

spring conjure up a mythological atmosphere. The author attempts to 

parody the traditional masque, making the rule by `God, King, and Law' 

represent misrule in his work. We can conclude that he has constituted 

a masque for the working class, introducing conventional imagery, 

setting, and device, and reversing the value of the ruling class espoused 

by masque writers of the Renaissance period.


